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l速日峰地区遺闘A区遠黒 (北東より)



2速日峰地区遺跡B区遠景 (北西より)



日頃より埋蔵文化財の保護、活用に関しては深い御理解と御協力をいただき、

厚くお礼申し上げます。

北方町教育委員会では、東臼杵農林振興局の委託を受けて平成 2年度から早中 。

早下地区内に所在する速日峰地区遺跡の発掘調査を行っています。今年度は、

早中 。早下地区工事に伴う2ヶ 所を調査致しました。本書はその概要報告書で

あります。

調査の結果、古墳時代の住居跡をはじめ各時代の上器や石器・陶磁器・古銭

等を多数発見することができ、当時の人々の暮らしやその地域での文化の形成

過程を知る上で貴重な資料を得ることができました。

本書の刊行を通しまして、こうした地域の文化財に対する理解と認識がます

ます深まっていくことを願うとともに、今回の成果が文化財に対する認識や理

解のため、研究の資料として活用されることを願うものであります。

最後になりましたが、発掘調査に従事していただきました町民の皆様をはじめ、

ご指導ご助言をいただきました先生方、ならびに速日峰土地改良区など地元の

皆様に対し、こころより厚く御礼申し上げます。

平成11年 3月 31日

北方町教育委員会

教育長 河 野 達 也



例 言

1.本書は、速日峰地区県営圃場整備事業に伴い平成10年 9月 1日 より平成■年 3月 19日 まで実施した

埋蔵文化財発掘調査概要報告書である。

2.本調査は、東臼杵農林振興局の委託を受けて、北方町教育委員会が実施した。

3.調査の組織

調査の組織は、以下の通りである。

調査 委託  東臼杵農林振興局  局        長   千  坂  巳 喜 雄

調査 受託  北  方  町  町        長   佐  藤  嘉  絋

調査主体  北方町教育委員会  教    育    長   河  野  達  也

調査総括           教育次長兼社会教育課長   木  村  重  穂

事務担 当         社 会 教 育 課 長 補 佐   柳  田    実

調 査担 当         文  化 財  係  長   小  野  信  彦

調査 指導  宮 崎 県 文 化 課

調査協 力 (順不同)

宮崎県東臼杵農林振興局農地整備課、宮崎県文化課埋蔵文化財担当者各位、宮崎県市町村埋蔵

文化財担当者各位、速日峰土地改良区及び地元関係各位、宮崎県農業開発公社。

4。 現地の実測図は小野信彦・佐藤きみえ。原田洋子・橋本継美・甲斐美智代 (北方町)、 柳田裕三

(別府大学)が行った。

5。 遺溝・遺物は小野が撮影し、空中写真については (株)ス カイサーベイに委託した。

6。 本書に使用した略号は以下の通りである。

SA:竪穴住居跡  SB:掘 立柱建物  SC:土 坑  SE:溝 状遺構

7.本書に使用したレベルは海抜高で、方位は磁北で示した。

8。 本書の執筆・編集は小野が行った。

9.出土遺物や写真・図面については北方町教育委員会で保管している。
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1,速日峰地区遺跡A区

2,速日峰地区遺跡B区

3`矢 野 原 遺 跡

矢 野 原 第 2遺 跡

3.遺跡位置図(1/25,000)



I.は じめに

1.調査に至る経緯

宮崎県東臼杵農林振興局では、昨年度に引き続き、早中 。早下地区での国場整備事業を実施するために、

北方町教育委員会に工事予定区内の埋蔵文化財の有無についての照会を行った。工事予定区内については、

昨年度の調査区に隣接することから遺跡の存在が予想されたため、工事によって影響を受ける部分の記

録保存のための発掘調査を実施することになった。

調査は、宮崎県東臼杵農林振興局の委託を受け、北方町教育委員会が主体となって実施した。現場で

の発掘調査は平成10年 9月 1日 から平成■年 2月 10日 にかけて行い、その後引き続き整理調査を行った。

なお、本報告書の作成は平成■年度以降に実施することになった。

2.遺跡の位置と環境

速日峰地区遺跡は、北方町巳早日渡中 (早中)。 早日渡下 (早下)で行われている圃場整備事業によ

って発掘調査された遺跡の総称である。

本遺跡が所在する北方町は、宮崎県の北部に位置し、東は延岡市、南は門川町・北郷村、西は西臼杵

郡日之影町、北は北川町の 1市 4町村と境を接する。町の南部を東西15km、 南北23km余 りの町域を占

めて五ヶ瀬川が流れる。北には1,000m～ 1,600m級の大崩山・鬼の目山などの山々が連なる。南部の五ヶ

瀬川流域や曽木川流域には阿蘇溶結凝灰岩の台地や河岸段丘が発達しており、大部分の遺跡が集中する。

周辺の遺跡について概観する。旧石器時代では、五ヶ瀬川を挟んだ対岸の矢野原遺跡で、AT層上位よ

り礫群の外、ナイフ形石器や剥片尖頭器を含め約3,000点 にも及ぶ遺物が出土している。また、AT層下

位では、数点のスクレィパー類と石核、剥片類が出土している。石材は水晶、チャート、流紋岩、砂岩

等である。隣接する矢野原第 2遺跡もAT層を挟んで、その上下から遺物が出上している。速日峰地区

遺跡では、若千の遺物が散見される程度である。

縄文時代は、矢野原遺跡・矢野原第 2遺跡で、草創期から手向山式直前までが充実しており、速日峰

地区遺跡では早・後・晩期の出土例が多い。遺構では、礫群・集石遺構等が検出されている。弥生時代

から古墳時代にかけては、矢野原第 2遺跡で古墳時代後期の竪穴住居跡が検出され、半面に自然面を有

する打製石包丁が出土している。また、矢野原遺跡・矢野原第 2遺跡の谷を挟んだ南側の丘陵上に位置

する蔵田遺跡では、古墳時代後期が 1軒検出され、東側の一角で磨製石鏃の未成品が45個ほど見つかり、

工房の可能性が指摘されている。速日峰地区遺跡では、平成 2年度からの調査で、50軒近い竪穴住居跡

が検出されているが、その多くは切り合いもなく、数軒 (1～ 5、 6軒)ま とまる程度である。しかも、

狭少な尾根の端部や斜面に営まれているものもあり、山間部における集落形態を考える上で注目される。

矢野原第 2遺跡では、古墳時代後期の箱式石棺が 7基程検出され、その内の 1基からは、鉄刀と鉄鏃が

各 1点づつ出土している。古代については不明である。中近世になると、速日峰地区遺跡で石塔群や祭

祀遺構が検出されている。祭祀遺構より、陶磁器・明銭・石臼片等が出土している。
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4.調査区位置図(1/5,000)
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Ⅱ.調査の内容

1.調査の概要

調査は、時期的な問題もあり、遺構に影響を受けると考えられる部分についてのみ実施した。調査面

積は約8,OCD♂である。調査区は便宜上、A区とB区に分けたが、工事の都合上B区から先に調査を行った。

(4.調査区位置図参照)

当地域はかなりな急傾斜地であり、過去の造成により遺構の存在が危ぶまれたが、予想に反して旧地

形と共にかなり良好な状態で保存されていた。遺構面は、水田面から20～ 40cmの深さで検出した。重機

で I～ Ⅳ層まで除去し、人力でⅥ層 (ア カホヤ層)上面まで掘り下げ、遺構検出を行った。また、一部

アカホヤ層を掘り下げて縄文時代早期と旧石器時代の遺物包含層の確認を行ったが、遺物量は少ない。

今回検出された遺構は、A区で土坑 2基 (時期は不明)、 B区で竪穴住居跡10軒、清状遺構 3基、柱

穴群、焼土等である。各遺構については、 5～ 8の空中写真と14の遺構一覧表に示すとおりである。詳

細については、本報告で改めて行う予定である。

-3-

5.空中写真 (上が西 )



6.B区空中写真 1(上が西 )

6.B区空中写真2(上が西)
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8.B区空中写真3(上が西 )

2.基本層序

基本層序は以下の通りである。

I層…表土層若 しくは耕作土 (約20cm)

Ⅱ層…床土 (約 10cm)

皿層…埋土 (約20cm～ 50cm)

Ⅳ層…茶褐色土層 (約20cm)

V層…黒色土層。パサつく。 (約30cm)上部より主に縄文

時代晩期の遺物や須恵器 。陶磁器等の遺物が出土。

Ⅵ層…アカホヤ層 (約20cm)

Ⅶ層…黒褐色土層。 (約20cm)やや粘質。縄文時代早期の

遺構と遺物が出土。

Ⅷ層…黄褐色土層。 (約20cm)粘質。若干の遺物が出土。

Ⅸ層…AT層 (約20cm)

X層…黒褐色土層。 (約20cm～ 50cm)やや粘質。遺物なし。

�層…黄茶褐色土層。粘質。小砂利を含む。 9.土層写真 (B区西端北壁)
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3.遺構と遺物

①旧石器時代・縄文時代

A区の西端とB区で、旧石器時代・縄文時代早期の包合

層を確認した。遺物は少ない。 aは使用痕を有する流紋岩

製の剥片である。背部に自然面が残る。bと gは無文の縄

文土器である。bはやや厚手である。 cは砂岩製の打製石斧、

dは流紋岩製の剥片である。 eと fはチャー ト製の石鏃で

ある。

② 弥生時代～古墳時代

竪穴住居跡

竪穴住居跡はA区で10軒検出されている。詳細については、14.遺構一覧表を参照されたい。

張出部がつく竪穴住居跡を除いてほぼ平面形プランを呈する。床面は平坦面をなし、貼床は一部を除き

認められない。主柱穴は 2号住居を除いて 4本で、床面からの深さは平均30cm前後である。柱穴の並び

が壁に平行でなく、角度がややずれている。 (2・ 5。 6・ 7号)付属施設にはベッド状遺構、焼土、

土坑等がある。 3号住居跡には、貼床の下に土坑が確認された。また、張出部には一部堅くしまった床

が残り、棒状の石器が出上している。作業部屋のような性格が考えられる。焼土はいずれも推積が5cm

前後と浅く、明確な掘り込みを持たない。土坑よりの出土遺物は少なく若干の土器片が出土したのみで

あった。土坑内に焼土・炭化物ともに認められない。出土遺物には須恵器蓋杯、高杯・甕などの土器類、

磨石・叩き石などの石器類がある。

10.旧石器時代遺物出土状況 (北東より)

12.B区出土遺物

11.縄文時代早期遺物出土状況 (北西より)

＝
己

12.A区出土遺物
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遺 橋 名 平面形
規 模 内 部 施 卵嵌

備 考主 ↑主ノ＼
長軸m 短軸m 深さm 面 積 焼 土 炭化物 土 坑 貼 床 ベッドその他

1号竪穴住居跡 方形 4,6 4,3 0.6 9,8 O O O

2号竪穴住居跡 方形 4,1 (3,9) 0,6 (17,81 O O 張 出 1/4削平、面積は張出を含む

3号竪穴住居跡 方形 4,0 3,1 0,6 14,3 O O O 張 出 床下に土坑、面積は張出を含む

4号竪穴住居跡 方形 (?) 0,15 コーナーのみ検出

5号竪穴住居跡 方形 4.9 4,5 0,6 21,0 O O O O O

6号竪穴住居跡 方形 4,5 3,9 0,1 1フ ,5 O O O O(?) 西側壁際に溝

7号竪穴住居跡 方形 2,8 2,6 0.3フ フ.3

8号竪穴住居跡 方形 4,2 4,1 0,74 17,2 ○ O

9号竪穴住居跡 方形 (?) 4,3 0,25 O 南半分は削平、北側壁際に溝

10号竪穴住居跡 方形 4.6 0.96 O O O O 道路部分未調査

]号 土 坑 不定形 2,3 114 0,1 O 一部攪乱

2号 土 坑 不定形 2.1 0,6 1,0 O 一部攪乱、斜下方に掘り込む

15.B区住居跡群 (上が西)

14,遺橋一覧表

16.1号住居跡 (上が南西) 1フ.2号住居跡 (上が西)

―フー



19 3号住居跡出土石器

18 3号住居顔 (上が西)

20.4号住居跡 (東より) 21 5号住居跡 (上が西)

23 フ号住居跡 (上が西)22.6号住居跡 (上が西 )
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26.8号住居跡 (上が西 )

24.8・ 9号住居跡 (上が西)

25.8。 9号住居跡 (東より)

2フ.9号住居跡 (上が西)

29,10号住居跡 (東より)

28.10号住居跡 (上が西)
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③ 時期不明

土坑

土坑は 2基を検出したが、出土遺物がなく時期

等は特定できない。 1号土坑は、浅い部分に焼土

や炭が堆積し、 2号は斜め下方に掘り込まれ、端

部に焼土や炭が付着する。

柱穴

多数の柱穴を検出したが、掘立柱建物に約 5軒

程復元した。多くは 1間× 1間、 1間× 2間の単

純な構造で、遺物の出土もない。

焼土集中部

一部を除き、掘り込みはなく、焼土が若干堆積

する程度である。遺物の出土はない。

溝状遺構

A区西側で 3ヶ 所の溝状遺構を検出したが、時

期を特定できる遺物の出土はない。

④ 中近世

陶磁器や砂岩製の砥石片 (h)、 寛永通宝 (i)

等が出土している。埋土中の出土例が多い。

30.1号土坑 (西より)

31.2号土坑 (北東より)

32.焼土 (南東より)

33.1号溝状遺橋 (北より)

34.中近世出土遺物
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Ⅲ .お わ りに

今回の調査で検出された遺構は、旧石器時代と縄文時代早期の礫群各 lヶ 所、古墳時代の住居跡10軒、

時期不明の清状遺構 3ヶ 所、中世を合めた土坑 2基、焼土・柱穴多数である。遺物は各時代にわたって

出上しているが、量的に多くはない。

旧石器時代の遺物集中ヶ所は今回も検出されず、包合層中より数点の石器が出土したのみであった。

縄文時代でも、早期の土器・石器が若千出土するに止まった。

当地域における弥生時代～古墳時代に属する住居跡の発見例は、今回の調査では10例である。平面形

はほぼ方形で、主柱穴は 4本が主体である。張出部を有する住居跡が 2例、住居跡のコーナー部分のみ

の検出例が 1例あった。また、斜面部に 2軒並列して検出した。これまでやせ尾根の端部に並ぶように

営まれた住居跡例はあったが、当地域においては早中・早下地区を合わせると50軒近くになる。最近、

五ヶ瀬川流域とくに山間部における弥生時代～古墳時代の住居跡の調査例が増加している。その多くは、

急斜面や狭小な尾根の端部といった今までに考えられなかった地形に住居跡が営まれている。これまで

の調査で、このような地形にも目を向けさせるきっかけになったことは、ひとつの成果であった。

古代については遺構・遺物共に断片的で他の時代に比べて極端に少なく、不明な点が多いのが実状で

ある。中近世も同様である。

各時代の遺物が少量であるが、地形を選ばず出上していることは、条件のよい地形であれば、生活・

生業空間として利用せざるを得なかった当地域の特徴を現わしてもいるとも言えよう。今後は、個々の

住居跡の構造的解明や相互の関係について追及することはもちろんであるが、当時の環境などにも目を

向けていく必要があろう。

県営圃場整備事業に伴う速日峰地区遺跡の発掘調査は今年で最終年を迎えるが、一連の調査によって

新資料や新知見がもたらされ、これまで空白地帯だった当地域の歴史の解明に大きく貢献しているものの、

新たな発見によって派生した問題も少なくない。また、調査が断片的で期間の確保も十分でなく、消化

不良のまま調査に追われて、現地における問題の抽出、深化を十分に行うことが出来ずに終わっている

のが現状である。今後は、本報告書に向けて、これらを深化させていきたい。
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伐開作業状況 重機による表土剥ざ状況

堀り下げ状況 空中写真の為の清掃作業状況

堀り下 |ヴ状況 住居跡掘り下げ状況

35.発掘調査の1コマ
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